

専門医の更新をしようとする場合

受付期間

　平成30年8月16日〜9月30日（専門医有効期限：平成30年12月31日）

専門医更新資格

1） 別表に示す研修単位を5年間に30単位以上

2） 画像診断業務に従事し，5年間に読影報告書100例以上を作成し，そのうち，20例以上は筆頭報告書として報告書を作成しなければならない。
3） 診療実績報告書の提出
提出書類

１） 専門医更新申請書（様式14）

２） 履歴書（様式2）
３） 研修記録（様式13）

４） 診療実績報告書（様式16）
５） 上記の実績を証明できる資料

　　　　学会参加証あるいはそのコピー，

学会抄録集の目次あるいは抄録（学会名、演題名と発表者がわかるもの）

論文別刷あるいはそのコピー

読影報告のコピーなど

手数料

　専門医の更新手数料　10,000円

注意１）読影報告の提出について　

· 読影レポート（計100例）の写しを提出してください。

提出するレポートの個人情報に関する部分（氏名やイニシャル、住所、カルテ番号、入院番号等）

は削除（マスク）し、十分な匿名化を行って下さい。

· 100例を大幅に超える実績をお持ちの場合でも，100例分のレポートを提出頂ければ結構です。

· 紙媒体のほか，PDFファイルあるいはWordファイルの様に一般的な形式であれば，CDなどの  

電子媒体で提出頂いても結構です。

注意２）その他の書類の提出について　

· 研修記録（参加証，抄録，論文別刷など）は，規定を大幅に越える実績をお持ちでも，必要な単位分のみ添付頂ければ結構です。

· 論文のコピーを添付する場合は，雑誌名，著者，タイトル，巻号などがわかる表紙ページのみで結構です。

注意３）更新の猶予について　

　更新を希望されるが期日までに規定の書類を揃えることが困難な方は，上記の提出書類一式に代わり「更新猶予申請書」（本ファイルの5頁目にございます　様式3B）を提出頂く事で，更新が１年間猶予されます。（この場合の認定証の有効期限は，本年に更新した場合と同じになります）
認定医の更新をしようとする場合
受付期間

　平成30年8月16日〜9月30日（認定医有効期限：平成30年12月31日）

認定医更新資格

　別表に示す研修単位を5年間に30単位以上

提出書類

1） 認定医更新申請書（様式6）

2） 履歴書（様式2）
3） 研修記録（様式13）
4） 上記を証明できる資料

　　　　学会参加証あるいはそのコピー，

学会抄録集の目次あるいは抄録（学会名、演題名と発表者がわかるもの）

論文別刷あるいはそのコピー

手数料
認定医更新手数料　10,000円（ただし専門医と同時に更新の場合は不要）

注意１）提出書類について　

　専門医の更新を同時に行う場合は提出書類２）３）４）は不要です。

　提出頂く書類に関するご注意は，専門医の場合と同じです。
注意２）専門医と認定医更新時期の同期について　

　認定医取得の翌年以降に専門医を取得された場合，認定医の更新は原則として，専門医の更新と同時に行われます。認定医の有効期限と更新後の専門医の有効期限が異なる場合に限って，最初の専門医更新と同時に行なっていただくことになります。したがって認定医の有効期限後に専門医の更新時期を迎えることもありますが，この場合，認定医の資格を専門医更新まで延長します（延長期間の認定医認定証を発行します）。

注意３）更新の猶予について　

　更新を希望されるが期日までに規定の書類を揃えることが困難な方は，上記の提出書類一式に代わり「更新猶予申請書」（本ファイルの5頁目にございます　様式3B）を提出頂く事で，更新が１年間猶予されます。（この場合の認定証の有効期限は，本年に更新した場合と同じになります）

注意４）認定医のみの更新について　

　専門医と認定医の両資格を有していて、専門医の更新を猶予される場合でも、認定医のみ更新することは可能です。
指導医の更新をしようとする場合
受付期間

　平成30年8月16日〜9月30日（指導医有効期限：平成30年12月31日）

　ただし更新申請時に満６０歳を超える方は、更新を必要としません。
指導医更新資格

　別表に示す研修単位を5年間に30単位以上（専門医の更新基準に含まれる）

提出書類

１）指導医更新申請書（様式15）

２）履歴書（様式2）
３）研修記録（様式13）
4） 上記を証明できる資料

　学会参加証あるいはそのコピー，学会抄録集の目次あるいは抄録（学会名、演題名と発表者が
　わかるもの）

　論文別刷あるいはそのコピー

手数料

　指導医の更新手数料　10,000円

注意１）提出書類について　

　専門医の更新を同時に行う場合は提出書類２）３）４）は不要です。

　提出頂く書類に関するご注意は，専門医の更新と同じです。

注意２）専門医と指導医更新時期の同期について　

　指導医の更新は原則として，専門医の更新と同時に行われます。指導医資格取得の時期に関係なく，初回の更新は指導医の資格取得後，最初の専門医更新と同時に行なっていただくことになります。したがって指導医取得後５年未満で，専門医の更新時期を迎えることもありますが，この場合，指導医の更新手数料は半額 (5,000円)となります。
注意３）更新の猶予について　

　更新を希望されるが期日までに規定の書類を揃えることが困難な方は，上記の提出書類一式に代わり「更新猶予申請書」（本ファイルの5頁目にございます　様式3B）を提出頂く事で，更新が１年間猶予されます。（この場合の認定証の有効期限は，本年に更新した場合と同じになります）

研修機関の更新をしようとする場合
受付期間

　平成30年8月16日〜9月30日（研修機関有効期限：平成30年12月31日）
研修機関更新資格

　１）本学会の主催する学術大会・臨床画像大会・地方会において、研修機関として３演題以上を発

　　表した実績を有すること

　２）歯科放射線学に関連する学術論文を研修機関として３編以上発表した実績を有すること。その

　　中には「歯科放射線」または「Oral Radiology」誌の掲載論文を含むこと。(Oral Radiologyの掲

　　載論文１編は２編として換算する)
提出書類

１）研修機関更新申請書（様式17）

２）研修機関内容証明書（様式7）
３）指導医勤務証明書（様式8）
４）業績目録（様式7B）
5） 上記を証明できる資料

　学会抄録集の目次あるいは抄録（学会名、演題名と発表者がわかるもの）

　論文別刷あるいはそのコピー

手数料

　なし
様式　３Ｂ

認定医　・　専門医　・　指導医　・　研修機関　　更新猶予申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本歯科放射線学会認定委員会　殿

この度、日本歯科放射線学会「　認定医　・　専門医　・　指導医　・　研修機関　」の資格更新に1年間の猶予をいただきたく存じますので、申請致します。

（認定医　・　専門医　・　指導医　・　研修機関　の該当するものを○で囲んで下さい）

なお、次回更新では、必要な書類および更新申請料を添えて申請致します。

西暦　　　　　　年　 　月 　　日
　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　研修機関名
　　　　　　　　　　　　所在地
様式　２
履歴書
西暦　　　　　　年　 　月 　　日
	ふりがな
	

	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	年齢・性別
	西暦　　　　　　年　　 　月 　　　日生（　　歳）　　　男・女

	現住所
	〒　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　　）　　　　－

	
	

	所属機関名

および現職名
	

	所在地
	〒　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　　）　　　　－

	
	

	学歴及び職歴
	学歴：

西暦　　　　年　 月 　日　　　　　　　大学　　学部　　学科卒業

職歴：



	歯科医師免許証

（医師免許証）
	第　　　　　　　　　　号

西暦　　　　　　年　 　月 　　日取得

	日本歯科放射線学会会員歴
	西暦　　　　　　年　 ～　　　　現在

年間


様式　１４
専門医更新申請書
日本歯科放射線学会認定委員会　殿

この度、日本歯科放射線学会専門医の資格を更新致したく存じますので、

必要書類および専門医申請料を添えて申請致します。

西暦　　　　　　年　 　月 　　日

　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　所属機関名

　　　　　　　　　　　　所在地
様式　６
認定医更新申請書
日本歯科放射線学会認定委員会　殿
この度、日本歯科放射線学会認定医の資格を更新致したく存じますので、
必要書類および認定医更新申請料を添えて申請致します。
西暦　　　　　　年　 　月 　　日
　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　所属機関名
様式　15
指導医更新申請書
日本歯科放射線学会認定委員会　殿

この度、日本歯科放射線学会指導医の資格を更新致したく存じますので、

更新申請料を添えて申請致します。

西暦　　　　　　年　 　月 　　日

　　　　　　　　　　　　　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　所属機関名

　　　　　　　　　　　　　　所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式　17

研修機関更新申請書
日本歯科放射線学会認定委員会　殿

この度、日本歯科放射線学会専門医制度に関わる研修機関の更新をいたしたく、必要書類を添えて申請致します。

西暦　　　　　　年　 　月 　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　機関名：

（病院）

　　　　　　　　　　　　　　所在地：〒　　　　TEL（　　　）　　　－

　機関長氏名：　　　　　　　　　　　　印
様式　１３－１

研修集会出席記録

　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　印

	期日

（場所）
	研修集会名
	主催者名
	単位

	
	
	
	


注）出席を証明できる資料（学会参加証のコピー等）を添付すること
様式　１３－２

業績記録（学会発表）

　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　印

	番号
	区分
	「題名」

会名・年・場所
	発表者氏名
	単位

	
	
	
	
	


区分：一般講演、特別講演、シンポジウム、その他
発表者氏名：発表者は本人以降は他○名

注）発表を証明できる資料（プログラムのコピー等）を添付すること

様式　１３－３

業績記録（論文等）

　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　印

	番号
	区分
	著書―「題名」

書名・頁・発行所・年

論文―「題名」

誌名・巻・頁～頁・年
	著者氏名
	単位

	
	
	
	
	


区分：論文は原著、総説、症例報告、その他
発表者氏名：共著、分担執筆は本人まで記し、は他○名
注）論文別刷またはコピーを添付すること
様式　16
診療実績報告書

氏　名：

所　属：

１．診療実績細目
　

１）読影報告書数　　　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　内訳
　　　　　　①歯・歯周組織疾患　　　　(　　　　例)

　　　　　　②嚢胞　　　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　③腫瘍　　　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　④炎症　　　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　⑤外傷　　　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　⑥系統疾患　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　⑦その他　　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　A.コンピュータ断層診断　　(　　　　例)

　　　　　　B.超音波診断　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　C.磁気共鳴画像診断　　　　(　　　　例)

　　　　　　D.造影診断　　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　E.核医学診断　　　　　　　(　　　　例)

　　　　　　F.その他　　　　　　　　　(　　　　例)

２．添付資料(読影報告書の写し)

様式　７
研修機関内容証明書
機関名：

（病院）

所在地：〒　　　　　　　　　　　　TEL（　　　）　　　－

機関代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　

（病院長）

当機関は、以下に示す設備を有し、定期的に教育行事を行っていることを

証明します。

	Ｘ線撮影装置・

画像診断装置の名称
	型式
	製造社名
	購入年度
	登録番号

	
	
	
	
	

	読影室：（ 有 ・ 無 ）
	読影室：（ 有 ・ 無 ）

	歯科放射線に関する教育行事の内容（セミナー・抄読会・カンファレンス）
	頻度（週一回など）

	
	


西暦　　　　　　年　 　月 　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　施設名：

（診療科）

　施設長氏名：　　　　　　　　　　　　　　　印

（科長）


様式7-B　
業績目録

　　　　　　　研修機関名　　　　　　　　　　　　

	番号
	区分
	学会発表「題名」

会名・年・場所
	発表者氏名

	
	
	
	

	番号
	区分
	著書―「題名」

書名・頁・発行所・年

論文―「題名」

誌名・巻・頁～頁・年
	発表者氏名

	
	
	
	


学会発表区分：一般講演、特別講演、シンポジウム、その他

論文区分：原著、総説、症例報告、その他

発表者／著者氏名：施設筆頭者まで列挙，以降は「他」
様式８
指導医勤務証明書
当機関には、以下に示す日本歯科放射線学会指導医が勤務していること

を証明します。

指導医氏名　：①

および登録番号

　　　　　　　　　　　　　②

③

④

⑤
西暦　　　　　　　　　　　年　 　月 　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　機関名：

　　　　　　　　　　　　　（病院）

　　　　　　　　　　　　　　機関長氏名：　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　（病院長）
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